教保第644号　
令和４年２月10日　
学事振興課総括課長　様

保健体育課総括課長　
学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウイルスの感染が確認された場合の対応等
について（通知）
このことについて、令和４年２月８日付け教保第639号「学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウイルスの感染が確認された場合の対応ガイドラインのオミクロン株に対応した運用に当たっての留意事項について」通知したところですが、今般、別添写しのとおり県保健福祉部長及び盛岡市保健所長から協力依頼がありました。
現在、本県においても、オミクロン株による感染拡大により、濃厚接触者の特定を含む積極的疫学調査等の保健所業務が逼迫している状況にあります。
ついては、学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウイルスの感染が確認され、保健所から濃厚接触者の特定について要請があった場合には、下記のとおり協力をお願いします。このことについて、貴所管の学校等に周知願います。
また、臨時休業等の措置については、改めて文部科学省のガイドライン等※に基づき、下記により適切に対応いただきますよう併せてお願いいたします。
記

１　濃厚接触者の特定等について
(1) 学校は、別添「学校における濃厚接触者の候補となる範囲」により、濃厚接触者の候補者リストを作成し、速やかに保健所へ報告する。
　(2) 保健所は、当該リストを基に濃厚接触者を決定する。
　(3) 学校は、濃厚接触者等との連絡調整など、保健所の調査や検査等に協力する。
(4) 濃厚接触者と特定されなかった児童生徒等に、発熱や呼吸器症状等の症状が現れた場合は、速やかに医療機関を受診するよう促すこと。
２　臨時休業等の措置について

(1)  児童生徒等の感染が確認された場合、直ちに臨時休業を行うのではなく、感染者の学校内での活動状況を踏まえ、保健所に臨時休業の実施の必要性について相談すること。
(2)  学校内で感染が広がっている可能性が高い場合などには、その感染が広がっているおそれの範囲に応じて、保健所等と相談の上、学級単位や学年単位など必要な範囲で臨時休業とすることが考えられること。
(3)  地域一斉の臨時休業は、子どもの健やかな学びの保障や心身への影響、学童期の子供がいる医療従事者等の負担等の観点も考慮し、慎重に検討すること。
※　新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のためのガイドライン
（令和３年２月19日付け２文科初第1769号）
学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～
（2021.11.22 Ver7）
　　学校で児童生徒等や教職員の新型コロナウイルスの感染が確認された場合の対応ガイドライン
（令和４年２月２日付け文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課事務連絡）
　オミクロン株に対応した学校における新型コロナウイルス感染症対策の徹底について
（令和４年２月４日付け文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課事務連絡）
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